
 
                                                

                  

               ２２号      

平成２２年２月２３日 

 茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会 

     旧本館活用委員会 

 
3 月と 4 月は別れと出会いの季節です。その邂逅が互いを固い絆で結ぶことが 

あります。今回はＪリーグのジュビロ磐田のホームタウン磐田市に大正 11 年創立さ 

れた静岡県立見付中学校（現、静岡県立磐田南高校）の創立と発展に関わった三人 

の教育者について紹介しましょう。なぜ今更、大昔の静岡県の見付中学校なのか！ 

三人とも我が土浦中学校で出会い、深い縁で結ばれたからです。その三人とは遣澤 

校長、国語・漢文科の小田原勇教諭、同じく国語・漢文科主任の尾崎楠馬（クスマ） 

尾崎校長           小田原教頭      教諭です。本稿の主役は、同窓生は勿論、在校生諸君も誇らかに歌う♪沃野一望数 

                          百里・・・♪の作曲者である尾崎先生と盟友小田原勇先生です 

                                                

  

 

 

                                   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                                                             

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                                                                                        

                                                   
                                   

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

三
人
の
摩
訶
不
思
議
な
邂
逅 

  

遣
澤
校
長
は
、
東
京
高
等
師
範
卒
業
後
、
兵
庫
・
群

馬
・
岐
阜
・
大
阪
等
の
中
学
校
教
諭
を
経
、
初
代
龍
ヶ
崎

中
学
校
長
を
拝
命
。
教
育
の
眼
目
は
生
徒
へ
の
愛
情
に

あ
る
と
し
、
劣
等
・
不
行
状
・
粗
暴
等
の
生
徒
へ
の
愛
情

を
強
調
し
、
授
業
は
知
識
を
与
え
る
よ
り
も
教
科
目
に

興
味
を
起
さ
せ
、
自
ら
研
究
す
る
態
度
を
培
う
こ
と
で

あ
る
と
し
た
。
知
識
一
辺
倒
の
教
育
の
弊
害
を
予
測

し
、
生
徒
と
遠
足
を
能
く
す
る
等
、
生
徒
と
共
に
行
動

す
る
教
育
方
針
、
師
弟
同
行
を
身
を
以
て
実
践
し
た
。

明
治
37
年
９
月
土
浦
中
学
校
長
と
し
て
赴
任
。
直
ち
に

矢
継
早
に
改
革
に
着
手
し
た
。
そ
の
第
一
号
に
運
動
会

の
改
革
も
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
皮
肉
に
も
そ
の
運

動
会
で
の
生
徒
の
余
興
、
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
事
件
の
責
を
負
っ

て
、
改
革
半
ば
に
し
て
39
年
11
月
職
を
辞
し
た
。
遣
澤

校
長
の
理
念
は
、
小
田
原
・
尾
崎
の
全
人
教
育
の
思
想
の

基
と
な
っ
た
。  

 

 
小
田
原
教
諭
は
、
明
治
39
年
11
月
早
稲
田
大
学
を

卒
業
、
遣
澤
校
長
に
よ
り
、
同
年
10
月
国
漢
科
教
諭
に

採
用
さ
れ
、
41
年
1
月
ま
で
の
16
か
月
在
職
し
た
。

赴
任
す
る
や
、
伝
馬
船
二
隻
の
み
の
水
上
部
部
長
を
命

じ
ら
れ
た
。
小
田
原
は
、
「
天
恵
の
霞
ケ
浦
を
持
ち
な
が

ら
何
等
の
不
見
識
何
等
の
意
気
地
な
し
と
騒
ぎ
立
て

散
々
手
古
摺
ら
せ
た
上
、
つ
い
に
短
艇
新
造
三
隻
、
中

古
練
習
艇
二
隻
を
購
入
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
（
創
立

十
周
年
事
業
の
一
環
で
も
あ
っ
た
）」 

 

尾
崎
教
諭
は
、
明
治
39
年
東
京
高
師
在
学
中
遣
澤

校
長
に
白
羽
の
矢
を
立
て
ら
れ
、
学
校
改
革
の
布
石
に

と
、
国
漢
科
教
諭
に
採
用
、
同
科
主
任
に
抜
擢
が
予
定

さ
れ
た
。
尾
崎
は
、
採
用
さ
れ
国
漢
科
主
任
を
命
じ
ら

れ
た
が
、
遣
澤
校
長
は
既
に
辞
職
し
、
土
浦
中
学
校
で

教
育
活
動
を
共
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同

窓
同
郷
出
身
の
遣
澤
と
の
知
己
を
得
た
こ
と
は
、
後
年

公
私
に
お
い
て
幾
多
の
支
援
を
受
け
る
基
と
な
っ
た
。 

  
 

 

尾
崎
楠
馬
の
生
い
立
ち 

 

土
浦
中
学
校
ま
で 

 

尾
崎
は
、
明
治
11
年
10
月
1
日
、
高
知
県
安
芸
郡

赤
野
村
76
番
屋
敷
で
誕
生
。
３
歳
の
時
、
弟
出
生
の
た

め
、
母
の
実
家
船
本
家
に
預
け
ら
れ
、
叔
父
楠
吉
夫
妻

に
養
育
さ
れ
た
。
幼
少
時
は
、
祖
母
に
育
て
ら
れ
た
。 

５
歳
3
ケ
月(

明
治
17
年
7
歳)

で
安
芸
小
学
校
に
入

学
し
た
が
、
教
師
だ
っ
た
叔
父
の
転
勤
に
伴
い
、
転
校
が

続
い
た
。
明
治
29
年
（
19
歳)

高
知
県
師
範
学
校
入
学
、

33
年
卒
業
。
安
芸
郡
芸
陽
小
学
校
訓
導
を
拝
命
し
、

教
職
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
。
同
年
6
月
入
営
。
34
年

退
役
し
、
高
知
県
立
第
一
中
学
校
助
教
諭
心
得
兼
務 

 

分
校
勤
務
を
命
じ
ら
れ
た
。
明
治
三
十
六
年
高
等
師
範
学

校
入
学
、
四
〇
年
（三
〇
歳
）
国
語
漢
文
部
を
卒
業
し
た
。 

 
 

水
泳
・端
艇
・校
歌
作
曲
・楽
隊
指
揮 

  

明
治
40
年
4
月
5
日
、
茨
城
県
立
土
浦
中
学
校
教
諭

を
拝
命
、
着
任
と
同
時
に
国
漢
科
主
任
と
舎
監
兼
務
を
命

じ
ら
れ
た
。
高
師
で
は
、
端
艇
の
選
手
と
し
て
も
活
躍
、
テ
ニ

ス
も
堂
に
入
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
音
楽
に
も
堪
能
で
オ
ル
ガ

ン
を
巧
み
に
弾
き
、
唱
歌
を
好
ん
で
歌
っ
た
。
彼
の
楽
才
や

水
泳
（
21
歳
で
水
泳
術
練
習
50
町
渡
終
了
）
・
端
艇
の
技

能
は
生
徒
達
の
為
に
惜
し
げ
も
な
く
同
時
多
発
的
に
発
揮

さ
れ
た
。 

顧
問
と
し
て
水
泳
部
を
熱
心
に
指
導
し
、
例
年
7
月
田

村
弁
天
下
で
行
わ
れ
た
水
泳
訓
練
を
も
担
当
し
た
。
彼
は

生
徒
達
と
よ
く
鹿
島
遠
漕
を
行
っ
た
。
42
年
8
月
の
遠
漕

で
は
、
第
1
日
目
北
浦
の
小
学
校
の
裁
縫
室
に
泊
め
て
も

ら
っ
た
。
「
狭
い
部
屋
は
暑
く
、
蚤
は
し
き
り
に
刺
す
、
蚊
帳

は
臭
気
を
発
し
、
蚊
は
隙
を
見
て
入
り
込
み
、
中
々
寝
付
け

な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
尾
崎
は
オ
ル
ガ
ン
を
奏

で
始
め
た
。
生
徒
た
ち
は
一
曲
一
節
を
聴
い
て
い
る
う
ち

に
、
何
時
の
間
に
か
華
胥
の
国
※
に
導
か
れ
た
」
と
い
う
。 

※
黄
帝
が
夢
に
遊
ん
だ
と
い
う
理
想
的
な
太
平
の
国
、
昼
寝
の

意
味
も
あ
る 

土
浦
中
学
に
は
音
楽
の
授
業
は
な
か
っ
た
が
、
運
動
会
で

は
、
「
尾
崎
楽
長
の
骨
折
り
で
、
練
習
の
功
空
し
か
ら

ず
、
・
・
・
絶
え
ず
行
進
曲
を
奏
し
競
技
者
に
は
一
段
の
景
気

を
添
え
、
観
客
の
耳
を
楽
し
ま
せ
た
」 

 

明
治
43
年
7
月
、
夏
休
み
を
前
に
し
て
、
全
校
生
徒
に

校
歌
作
詞
の
宿
題
が
出
さ
れ
た
。
応
募
者
は
、
多
く
な
く
、

四
年
生
の
堀
越
晋
の
作
品
が
入
選
し
た
。 

明
治
44
年
四
方
拝
の
後
、
選
定
校
歌
が
発
表
さ
れ
た
。 

尾
崎
は
、
堀
越
の
詞
を
補
筆
し
、
曲
を
つ
け
た
。
明
治
39

年
、
第
二
回
卒
業
生
名
越
那
珂
次
郎
は
、
進
修
8
号
の
「
会

友
通
信
」
欄
に
第
二
高
等
学
校
の
生
活
を
紹
介
す
る
「仙
台
通

信
」
を
寄
せ
、
そ
の
中
で
近
来
全
国
の
中
学
校
で
校
歌
制
定
が

流
行
し
て
い
る
と
述
べ
、
「
桜
水
健
児
の
意
気
を
鼓
舞
す
る
の
校

歌
を
合
唱
し
、
進
修
の
気
躍
々
と
し
て
常
南
の
天
を
風
靡
す

る
の
痛
快
な
る
に
如
か
ず
と
存
ぜ
ら
れ
候
」
と
、
母
校
の
校
歌

誕
生
を
強
く
訴
え
た
。
彼
の
校
歌
制
定
へ
の
切
な
る
願
い
は
、

数
年
の
歳
月
を
経
て
や
っ
と
叶
え
ら
れ
た
。 

 

堀
越
は
、
石
岡
市
井
関
の
出
身
。
成
績
は
上
位
だ
っ
た
が
、
目

立
つ
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
五
年
生
で
は
な
く
四
年
生
の
作
品

が
入
選
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
全
校
生
徒
は
驚
き
の
念
で
迎
え

た
。
彼
は
、
医
師
に
な
っ
た
が
26
歳
で
夭
折
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

土
佐
ッ
ポ
・尾
崎
と
薩
摩
ッ
ポ
・小
田
原 

 

尾
崎
と
小
田
原
は
、
何
故
か
気
が
合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
と

共
に
、
互
い
に
尊
敬
の
念
で
結
ば
れ
て
い
た
。
元
榛
原
中
学
校

長
小
田
原
は
、
盟
友
尾
崎
へ
の
回
想
文
で
、
「
恐
ら
く
土
佐
ッ
ポ

と
薩
摩
ッ
ポ
の
一
脈
相
通
ず
る
何
等
か
の
共
通
点
が
結
び
付

け
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。
以
下
の
文
の
殆
ど
は
、
そ
の
回

想
に
依
っ
た
尾
崎
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
で
あ
る
。
彼
の
尾
崎
観
と
言
っ

て
も
い
い
。 

五
分
刈
り
頭
に
浅
黒
い
顔
、
娑
婆
気
も
な
く
、
気
取
っ
た
所

な
ど
微
塵
も
な
か
っ
た
。
た
だ
不
屈
の
意
志
の
閃
き
と
時
あ
っ

て
紫
電
迸
る
力
を
深
淵
の
底
に
秘
め
た
双
眸
だ
け
が
、
異
色
で

あ
り
、
鼻
下
の
黒
い
美
髯
の
み
が
異
彩
を
放
っ
て
い
た
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
人
に
接
し
て
は
温
厚
、
礼
儀
正
し
く
、
時
に
は
諧
謔

を
弄
し
笑
わ
せ
た
が
、
一
面
犀
利
鋭
鋒
人
の
肺
腑
を
抉
る
毒

舌
も
あ
っ
た
。
曲
が
っ
た
こ
と
は
、
秋
毫
も
呵
責
し
な
い
厳
し
さ

が
あ
っ
た
。 

「
僕
は
高
師
受
験
準
備
の
際
『
言
海
』
を
読
破
し
た
よ
」
と
事

も
な
げ
に
語
っ
た
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
言
海
の
み
で
な
く
、
天

資
の
英
才
に
加
え
て
、
恐
ら
く
根
限
り
力
限
り
の
読
書
研
鑽

を
し
た
に
違
い
な
い
。
富
嶽
が
雲
表
に
聳
ゆ
る
は
、
広
大
な
裾

野
あ
っ
て
の
こ
と
、
其
の
裾
野
こ
そ
青
年
時
代
の
刻
苦
勉
励
の

蓄
積
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
事
は
、
間
違
い
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。 

 

二
人
は
、
日
曜
毎
に
よ
く
登
山
を
や
っ
た
。
筑
波
の
嶺
続
き

の
閑
居
山
に
登
り
、
忽
然
咫
尺
を
弁
ぜ
ぬ
濃
霧
に
襲
わ
れ
、
一

歩
も
動
け
ず
山
頂
に
寂
然
不
動
の
幾
時
間
を
過
ご
し
た
時
も

あ
っ
た
。
湖
上
に
端
艇
練
習
の
生
徒
と
共
に
夕
焼
け
雲
の
薄
れ

ゆ
く
西
の
方
に
紫
と
浮
か
ぶ
筑
波
の
嶺
を
仰
ぐ
は
日
曜
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
放
課
後
の
毎
日
と
言
っ
て
い
い
位
で
あ
っ

た
。
着
任
早
々
、
水
上
部
長
に
な
っ
た
小
田
原
は
、
端
艇
の
購

入
を
提
案
し
、
認
め
ら
れ
た
。
東
京
か
ら
の
新
艇
は
無
事
着
い

た
が
、
練
習
艇
二
隻
は
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
校
長
の
命
を
受 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（裏
面
に
続
く
） 

ボート部艇庫と部員（明治４４年）

小田原先生の尽力の成果



 小田原先生は、やがて土中生が、「オールを握らざる者は亀城健児に非ず」と

自負する程の端艇競漕が隆盛をする素地をつくり、尾崎先生が、更に発展させて、

土浦中学を去りました。二人はそれぞれの道を歩んでいました。大正１１年見付

中学校創設を機に再会し、同校の校長・教頭として真の人間教育をめざして協力 

し奮闘しました。今でも二人の建学の精神は、「見中魂」と語り継がれ、両先生

は、見付中・磐南高の同窓生や在校生・地域の人々の尊敬の的となっています。

尾崎先生には、頌徳碑を建て、近年「尾崎先生５０年忌法要」を営み、小田原先

生にも、防風堤の「小田原山」に顕彰碑を建て、お二人の功績を讃えています。

このことを伝え聞いた本校同窓会の間でも話題となり、昨年１２月、同窓会役員

と卒業生有志数名で磐田南高にお邪魔し、尾崎先生の墓参をさせていただきまし

た。こうして新たな両校の結びつきは、土浦中学でのお二人のご尽力、特に尾崎

先生の残された校歌などによって生まれました。この事実を本校生徒にも知って

欲しいということで今回このようなメッセージを記しました。（なお、掲載した

諸資料は磐田南高校訪問時に頂いたものを使用させていただきました） 

           旧見付中学校正門（大正１５年） 
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け
、
尾
崎
と
潮
来
方
面
へ
捜
索
に
向
か
っ
た
。
二
人
の
乗
っ

た
蒸
気
船
が
、
夕
刻
潮
来
の
堀
割
に
入
っ
た
時
の
こ
と
を
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
船
上
人
語
絶
え
て
、
両
面
真

菰
の
中
、
虫
声
水
底
に
湧
く
。
気
清
く
し
て
俗
塵
を
絶

し
、
天
来
の
神
興
月
光
と
共
に
永
劫
に
消
え
ず
。
こ
の
時

二
人
の
影
は
甲
板
上
に
黒
く
印
し
て
動
か
ず
、
亦
一
語
も

発
す
る
こ
と
な
く
凝
然
と
し
て
無
心
。
若
き
二
人
に
は
何

等
の
野
心
な
く
、
俗
念
な
く
、
た
だ
青
年
教
育
者
と
し
て

の
誇
り
が
あ
り
、
何
も
の
に
も
屈
せ
な
い
意
気
が
あ
っ
た
」

と
。
小
田
原
は
、
此
の
日
此
の
時
の
無
名
の
青
年
尾
崎
楠

馬
氏
の
姿
を
「私
が
私
の
秘
宝
と
し
て
胸
底
深
く
蔵
し
て
い

る
尾
崎
楠
馬
氏
の
姿
」
と
も
記
し
て
い
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

別
れ
は
、
青
天
の
霹
靂 

 
 

 

 

明
治
40
年
12
月
小
田
原
の
元
に
郷
里
か
ら
熊
本
歩
兵

聯
隊
に
入
営
せ
よ
と
の
飛
電
が
届
い
た
。
翌
年
2
月
の

夜
、
小
田
原
は
盟
友
に
送
ら
れ
、
人
影
疎
ら
な
土
浦
の
駅

を
後
に
し
た
。
二
人
の
結
ば
れ
し
縁
の
糸
は
裂
帛
の
汽
笛

に
よ
り
9
ヶ
月
で
ふ
っ
つ
り
と
断
ち
切
ら
れ
た
。
遣
澤
校

長
の
全
人
教
育
の
理
念
を
体
得
し
た
二
人
は
、
こ
の
僅
か

9
ヶ
月
の
間
に
互
い
に
信
頼
し
協
力
し
、
土
浦
中
学
の
基

礎
造
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
小
田
原
の
そ
の
後

の
足
跡
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
自
分
の
教
育
の
理
想
を
貫

徹
す
る
た
め
私
立
中
学
校
創
設
の
夢
と
野
望
を
胸
に
秘

め
朝
鮮
に
渡
り
、
龍
山
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
。
尾
崎

は
、
彼
が
去
っ
た
後
も
3
年
余
土
浦
中
学
校
の
教
育
に
情

熱
を
傾
け
そ
の
充
実
に
尽
力
し
た
後
、
44
年
東
京
・
青
山

師
範
学
校
に
転
じ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 

磐
田
原
頭
の
再
会 

 

尾
崎
は
、
浜
松
師
範
教
頭
を
経
て
、
大
正
15
年
静
岡

県
立
見
付
中
学
校
長
兼
教
諭
に
補
せ
ら
れ
た
。
小
田
原

は
、
土
浦
時
代
の
盟
友
尾
崎
か
ら
、
今
度
見
付
中
学
の
校

長
に
な
っ
た
か
ら
、
そ
の
教
頭
に
来
い
と
の
飛
電
を
突
然
受

け
取
っ
た
。
彼
は
、
「
そ
の
任
に
あ
ら
ず
堅
く
お
断
り
す
る
」

と
返
電
し
た
。
し
か
し
、
尾
崎
も
粘
っ
た
。
事
務
的
才
幹
は

皆
無
、
か
か
る
位
置
に
つ
く
は
迷
惑
こ
の
上
な
し
と
言
う

小
田
原
に
、
事
務
な
ん
か
の
た
め
に
来
い
と
言
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
と
返
電
。
「
君
来
ず
ば
万
事
休
す
」
の
電
報
に
も

小
田
原
は
微
動
も
し
な
か
っ
た
。 

し
か
し
、
遣
澤
氏
か
ら
「
知
己
の
恩
を
知
ら
ぬ
も
の
は
人

に
非
ず
」
の
最
後
通
牒
を
叩
き
つ
け
ら
れ
、
つ
い
に
、
何
も

か
も
捨
て
、
見
付
中
学
の
基
礎
工
事
に
知
己
の
た
め
の
人

夫
の
一
人
と
な
り
身
命
を
捧
げ
よ
う
と
決
然
朝
鮮
を
後

に
し
た
。
土
浦
中
学
で
結
ば
れ
た
絆
は
、
僅
か
９
ヶ
月
で
終

わ
っ
た
筈
だ
っ
た
が
、
15
年
の
歳
月
を
経
て
甦
っ
た
。
真
の

人
間
教
育
の
完
遂
の
為
、
よ
り
強
固
な
形
で
出
発
し
た
。 

  
 

 
 

ド
カ
中
精
神
は
建
学
の
こ
こ
ろ 

  

こ
れ
は
、
平
成
15
年
発
行
の
盤
南
高
同
窓
会
誌
「
尾
崎
楠

馬
先
生
50
回
忌
特
別
号
」
の
見
出
し
の
一
つ
で
あ
る
。 

 
 

尾
崎
校
長
は
、
三
顧
の
礼
を
以
て
迎
え
た
小
田
原
教
頭

と
共
に
、
大
正
11
年
４
月
見
付
中
学
校
の
開
校
に
漕
ぎ
つ

け
た
。
二
人
の
人
間
教
育
は
見
事
な
成
果
を
上
げ
、
４
年
８

ヶ
月
後
の
15
年
11
月
開
校
式
を
挙
行
し
た
。
開
校
式
に
於

け
る
尾
崎
校
長
の
式
辞
を
次
に
抜
粋
す
る
。  

 

 

「
本
校
創
立
以
来
人
材
の
養
成
を
以
て
教
育
の
眼
目
と
な

し
、
特
異
の
校
風
を
挙
揚
し
て
此
の
目
的
を
達
成
せ
ん
と

し
、
外
に
生
徒
の
勤
労
作
業
を
奨
励
し
て
質
実
剛
健
の
気
象

を
養
う
と
共
に
、
又
能
く
環
境
を
整
理
し
美
化
し
自
ら
高

尚
優
雅
の
情
操
を
培
い
、
内
に
は
図
書
を
充
実
し
て
精
神
の

糧
を
与
え
、
以
て
知
徳
の
啓
発
に
資
せ
ん
こ
と
を
期
せ
り
。 

 
往
昔
校
舎
の
落
成
せ
し
当
初
は
、
・
・
・
校
舎
の
周
囲
は
平

蕪
荒
穢
一
木
の
見
る
べ
き
も
の
な
か
り
し
か
ば
、
学
業
の
余

暇
生
徒
の
力
を
以
て
樹
を
遠
近
よ
り
移
し
、
・
・
・
或
は
運
動

場
を
拡
張
し
防
風
堤
を
築
き
水
泳
場
を
備
う
る
等
、
悉
く

是
血
と
汗
と
の
結
晶
よ
り
成
れ
る
開
拓
創
造
の
跡
な
ら
ざ

る
は
な
し
。
此
の
間
、
生
徒
を
し
て
土
に
親
し
ま
し
め
、
労
働

を
重
ん
じ
秩
序
を
尊
び
、
逸
を
避
け
て
労
に
就
く
の
習
い

と
・
・
・
其
の
心
身
を
錬
磨
す
る
と
共
に
自
ら
高
雅
闊
達
の
性

情
を
涵
養
す
る
等
、
其
の
効
果
蓋
し
す
く
な
か
ら
ざ
る
べ
き

を
信
ず
」  

 
 

人
間
教
育
の
実
践 

 

三
顧
の
礼
に
応
え
て
教
頭
職
に
就
い
た
小
田
原
は
、
「
大
学

予
科
や
専
門
学
校
へ
の
進
学
ば
か
り
に
熱
中
し
て
人
の
魂
を 

 

養
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
よ
う
な
教
育
で
は
駄
目
だ
。
心
と
身

体
を
鍛
え
る
教
育
を
す
べ
き
だ
」
と
校
長
に
進
言
し
た
。
意
気

投
合
し
た
二
人
は
、
何
も
な
い
磐
田
原
で
零
か
ら
出
発
し
、
真

の
人
間
教
育
を
始
め
よ
う
と
決
意
し
た
。
以
下
、
第
一
回
卒
業

生
の
回
想
等
か
ら
そ
の
様
子
を
見
て
み
よ
う
。 

 

見
中
魂
を
核
と
し
た
高
い
教
育
目
標
は
、
二
人
の
ど
ち
ら
が

欠
け
て
も
達
成
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
。
小
田
原
先
生
あ
っ
て

初
め
て
尾
崎
先
生
は
生
き
た
し
、
尾
崎
先
生
あ
っ
て
こ
そ
小
田

原
先
生
の
『
が
む
し
ゃ
ら
』
と
も
言
え
る
教
育
の
実
践
が
で
き
た

の
だ
と
思
う
。
磐
田
原
に
移
っ
て
か
ら
は
、
「
学
園
は
自
分
た
ち

で
つ
く
ろ
う
」
の
合
言
葉
の
下
に
、
校
長
・
教
頭
が
先
頭
に
立
っ

て
、
毎
日
放
課
後
は
1
～
2
時
間
鍬
を
握
り
、
モ
ッ
コ
担
ぎ
・

草
む
し
り
を
し
、
運
動
場
造
り
を
始
め
た
。
作
業
後
は
、
ま
だ

石
こ
ろ
混
じ
り
の
運
動
場
で
ク
ラ
ブ
活
動
に
励
ん
だ
。
正
に
「
ド

カ
中
」
の
ス
タ
ー
ト
だ
。
二
人
が
目
指
し
た
も
の
は
、
勤
労
・
鍛
錬

の
労
作
教
育
を
通
し
て
の
人
間
教
育
で
あ
る
。
先
生
も
生
徒
も

一
緒
に
汗
を
流
し
一
つ
の
事
を
成
し
遂
げ
る
「
師
弟
同
行
」
の
下

に
、
当
然
生
徒
達
も
燃
え
た
と
思
う
。
そ
の
労
作
教
育
は
、
更

に
校
庭
の
拡
張
工
事
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
原
野
を
切
り
開
い
た

運
動
場
の
砂
埃
を
防
ぐ
た
め
に
、
教
頭
の
提
言
に
よ
っ
て
幅
十

四
～
五
㍍
、
高
さ
六
㍍
、
延
長
一
五
〇
㍍
の
大
防
風
堤
造
り

も
併
行
し
て
始
ま
っ
た
。
こ
こ
で
も
「
師
弟
同
行
」
の
作
業
が
進
め

ら
れ
た
。
校
長
先
生
も
真
っ
裸
に
な
っ
て
背
中
を
日
に
照
ら
さ

れ
な
が
ら
、
生
徒
と
並
ん
で
草
取
り
を
し
た
。
校
庭
の
拡
張
と

防
風
堤
造
り
は
、
全
部
生
徒
の
手
で
行
っ
た
。
土
方
仕
事
ば
か

り
や
ら
せ
て
勉
強
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
批
判
は
当
然
起

き
た
。
第
一
回
卒
業
生
か
ら
次
々
と
優
秀
な
上
級
学
校
に
合

格
者
が
出
る
に
及
ん
で
風
向
き
は
変
わ
っ
た
。 

防
風
堤
の
一
番
北
の
角
の
高
い
所
を
、
「
小
田
原
山
」
と
呼
ん

で
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
小
田
原
教
頭
の
顕
彰
碑
」
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
小
田
原
教
頭
は
、
怖
い
先
生
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ

う
だ
が
、
見
中
三
回
生
の
ア
ル
バ
ム
の
一
頁
に
「
吾
等
の
小
田
原

先
生
」
と
題
さ
れ
た
一
枚
の
写
真
が
あ
る
。
実
は
、
「
吾
等
の
」
と

言
う
詞
か
ら
分
か
る
よ
う
に
生
徒
か
ら
慕
わ
れ
て
い
た
。
校
長

の
右
腕
と
し
て
悪
役
を
引
き
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

 

尾崎先生は、書画

にも堪能

小田原先生と小田原山 
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